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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
1 言う 481 11 飲む 60 21 自分 39
2 笑子 394 12 帰る 55 22 気持ち 38
3 睦月 340 13 目 55 23 泣く 38
4 紺 247 14 笑う 54 24 訊く 38
5 思う 134 15 瑞穂 52 25 入る 38
6 顔 97 16 電話 50 26 義父 37
7 声 76 17 行く 44 27 少し 37
8 柿井 69 18 結婚 42 28 食べる 37
9 話 68 19 来る 42 29 見る 34

































































































































P e r c e n t :  











































作　品　名 数量 法量（cm） 制作年代 絵師 所蔵 備　考
















C 播磨三木城合戦図 三幅 各173×111.5 江戸時代 不明 兵庫県立歴史博物館
Ａをもとにした粉本か。色指定、
人名等の書き込みあり。
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指定がある。
図10　平井山秀吉本陣（C右幅）　筆者撮影
　これをBの同じ場面と比較しよう（図11）。図が小さくて見づらいが、瓢簞の金泥は良いとしても、
その位置は少しずれる。また鎧の色も異なっているように見える。また、右から２番目の武士は、
図10では背中を見せているので右手に持つ鎗が向かって右側に描かれるが、図11では正面を向いて
いるため右手に持つ鎗が向かって左側に描かれている。床几に座る秀吉の姿勢も異なっている。全
体的に図10の方が武士間の距離が詰まっており、CはBをもとにした粉本ではなく、またBはCをも
とに描かれたのではないと想定される。
図11　平井山秀吉本陣（B右幅）　筆者撮影
　なお同じ場面をＡとＤで確認すると、小さい画像のため断定はできないが、いずれも床几に座る
秀吉の姿勢は身を乗り出しているようである。また右から２番目の右手に鎗を持った武士も背を向
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けているように見える。いずれもＣとの共通性がうかがえる。
　なお紙幅の関係上、詳細な検討は改めて行いたいが、墨筆を朱筆で訂正した箇所（中幅）、朱筆
の上から墨筆で抹消線を引いた箇所（中幅）があり、墨筆と朱筆はほぼ同時になされた可能性が高
い。それが正しければ、墨筆と朱筆は同筆と考えて良いのではないだろうか。場面説明と色指定が
同筆かはさらに検討したい。左幅には朱筆がないことも今後の検討課題である。
③　まとめ
　わずかな検討事例から性急に結論づけることは慎まなければならないが、ＣはＡ・Ｄとの共通性
が伺え、Ｂとは異なるようである。ＢはＡの模写ではあるが、サイズが少し大きくなったこともあ
り、人と人との距離感などが原図のＡとは変わったのであろうか。また平井山秀吉本陣の鎗を持っ
た武士の身体の向きが異なるなど、「模写」と言ってもそっくりそのまま写したのではないことに
注意する必要がある。
　こうした点をふまえて、まだ多くの検討すべき場面・箇所がある。Ｃは改めて撮影し直したいが、
残るＡ・Ｂ・Ｄについては未定である。絵画資料の検討は、１つ１つの図様が小さく、また多くの
場面が描かれているために高精細デジタル画像が不可欠である。これはその他の合戦図屏風の研究
での経験だが、高精細デジタル画像のおかげで肉眼では確認できない情報を得ることがしばしばあ
る。人文学研究にとって高精細デジタル画像は今後必須となろう。
　また、こうした研究の上に教育があるから、人文教育にも高精細画像は必須である。それ以外に
おいても、デジタル画像を利用した説明は口頭による説明、文献史料による説明よりも圧倒的に説
得力がある。これまでの大学教育においても画像資料は用いられてきたが、それは画質も粗く、画
像も小さく、多くの場合はモノクロであった。それが高精細カラー画像を使用することによって、
画像の細部までも鮮明に提示することが可能になり、絵画資料のもつインパクトを最大限引き出す
ことが可能となったのである。研究と教育の両面におけるデジタル人文学の可能性と必要性を確認
できたといえよう。
４．まとめ
　以上、人文学のリテラシーとデジタル・リテラシーを架橋する基礎的な知見、またその成果を教
育に還元する方策について検討してきた。情報を検索するだけでなく、思索そして表現へと学生を
導けるよう、2021年度以降に開講される諸科目で実践していきたい。
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